
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 換 気 を 徹 底 し ま し ょ う ～ 

発行元：地域包括ケア病棟“彩り”・リハビリ科・地域医療連携室 

D e s i g n 

本
来
の
テ
レ
ビ
台
の
テ
ー
ブ
ル 

２０２３年３月（第８２号） 

アンケートの結果について 

～ ご協力ありがとうございました ～ 

令和４年１２月から令和５年１月にかけて、主に当医療圏の介護支援専門員の皆様を対象に、 

地域包括ケア病棟“彩り”についてのアンケートを実施させて頂きました。ご協力頂いた皆様、

ありがとうございました。この場を借りて御礼申し上げます。 

誌面のスペース上の関係で、頂戴したご意見・ご要望を全て紹介することが難しいのですが、「入

院に必要な書類をそろえるのに手間がかかった」「病状などの理由で受け入れしてもらえなかっ

た」などのご意見を頂きました。以下、回答させて頂きます。 

“彩り”では、安全に入院生活を送っていただけるよう、事前にかかりつけ医や介護支援専門

員の皆様から医療・介護に関する情報をいただいた上で受け入れ調整を進めさせて頂いています

が、介護者の急な不在などで緊急で入院が必要な場合の受け入れについては、これまで以上に柔

軟に対応させて頂きたいと思っています。また、レスパイト目的の入院については、胃瘻注入や

喀痰吸引などの医療行為が必要な方を中心に受け入れさせて頂いていますが、地域包括ケアシス

テムを支える受け皿として、一層、利用して頂きやすい病棟になるよう検討していきたいと考え

ています。引き続き、地域包括ケア病棟“彩り”をよろしくお願い申し上げます。 

（地域医療連携室 主事 松田 辰基） 

＊ 

問い合わせ先 

０７７４－７３－１８１８（担当：松田・中嶋） 

 

 

 

老健やましろに新しい仲間が増えました 

～ よろしくお願いします ～ 

この度、ご縁がありまして昨年１２月より老健やましろの施設ケアマネジャ

ーとして着任させて頂きました。振返れば…介護福祉の仕事に就いて２７年と

年数だけは経ちますが、老健での従事は今回、初めてとなります。着任当初は、

聞き慣れない専門用語と想像以上の入退所のスピードに圧倒される毎日で、あ

っという間に一ヶ月が経過しました。まだまだ聞く事、覚える事も多い状況で

すが、老体に鞭を打ちながら頑張っております。 

目指すは、先輩ケアマネジャーを目標に…今までの経験と知識をフル活用しながら日々、精進

していく所存でございます。皆様には多々、ご迷惑をお掛けすると思いますが何卒、ご指導ご鞭

撻の程、宜しくお願い致します。（老健やましろ ケアマネジャー 武藤 善敬） 

 



 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 回復期リハビリテーション病棟開設記念講演会の報告 

～ 多数のご参加ありがとうございました ～ 

１月３１日（火）、回復期リハビリテーション病棟開設記念として、地

域の関係機関の皆様を対象として、講演会をオンラインで開催させて頂き

ました。当日は地域の関係機関の皆様３０名がご参加下さいました。 

はじめに、リハビリテーション科伊藤部長より、「回復期リハビリテーシ

ョン病棟 その役割と地域との関係 ～一人でも多く自宅へ帰れるように

～」と題して講演させて頂きました。伊藤先生の講演では、退院前の家屋

調査の写真などを交えて、地域の専門職の皆様との連携の重要性が大変よ

く理解できました。 

続いて、リハビリテーション科の田井課長から、回復期リハビリテーシ

ョンで使用予定の機器についての説明がありました。３月以降、順次、機

器が搬入される予定です。 

今回の講演は録画していますので、編集ができ次第、ホームページに掲載する予定です。当日参

加が難しかった皆様は是非ご覧下さい。改めてご案内させて頂きます。 

＊ 

回復期リハビリテーション病棟開設まで２ヵ月を切りました。着々と準備が進んでいます。進捗

については適宜、この Design でも開設の準備状況をお知らせしますので、よろしくお願いします。

（地域医療連携室 室長 南出 弦） 

 

地域医療連携室より 

～ 災害に備えて ～ 

先日の大雪は大変でした。天気予報では「１０年に１度の大雪」とのふれ込みだったのですが、

こういう場合はいつも大したことがないことが多いので、大丈夫だろうと鷹をくくっていたのです

が、甘かったです…。仕事を終えてバイクでの帰り道、怖かったです。雪は吹雪いてるし、地面は

白いし、外は暗いし…。そして、翌日は電車が止まっていたので、自宅の加茂から徒歩で出勤。１

時間ちょっとかかりました。おかげで、災害が発生した場合はこんな感じで出勤するんだろうとイ

メージすることができ、これはこれで良い経験になったと思っています。バスが動かず、近鉄山田

川駅から歩いて出勤した職員も多かったようです。 

さて、地域包括ケア病棟“彩り”です。新年早々、院内クラスターが発生し、“彩り”での受け入

れをキャンセルさせて頂いたりとご迷惑をおかけしました。申し訳ありませんでした。そして、昨

年１２月にアンケートを実施し、皆様から貴重なご意見・ご要望を頂戴しました。この場をお借り

して御礼申し上げます。担当者より報告させて頂きますと共に、改善できる点については改善させ

て頂きたく思っていますので、引き続きよろしくお願いします。 

（地域医療連携室 室長 南出 弦） 

 


